
USB4®プロトコル
デコード、計測／グラフ、
アイパターン解析

USB4bus　DME

アイパターン解析

USB4bus DME (デコード、計測／グ

ラフ、 アイパターン解析) ソフトウェア

は、デコードされたシンボルにおいて

クロックリカバリを行いアイパターン

解析を提供します。リンク・トレーニン

グ時にトランスミッタからレシーバに

SLOS（Symbol Lock Ordered Sets）

を送信し、高速信号の品質を評価しま

す。

ズームとパターン検索が可能な

インタラクティブ・プロトコル・テ

ーブル

プロトコル・テーブルから目的のパケッ

トをクリックすると、対応する波形のズー

ム表示が行われ、パケットタイプ、コマン

ドタイプ、メッセージの詳細を色分けし

たデコード情報が重ね書き表示されま

す。

単独使用でもUSB4-SB TDMP

ソフトウェアとの併用でもPHY-

Logic層のデバッグ

TF-USB-C-HS (USB4 高速/サイドバンド・

テストクーポン・フィクスチャ)とDHシリ

ーズ差動プローブを USB4bus DME

とまたはUSB4-TDMPソフトウェアと組

み合わせ使用することにより、USB4 と

Thunderboltのルータ、リタイマ、アク

ティブケーブルのPHY-Logic層トレーニ

ングのエラーをデバッグできます。TF-

USB-C-HSテストクーポンは、USB4-SB

信号でトリガをかけ、同時にアクティブリ

ンクで最大20Gb/sの高速データをキ

ャプチャする唯一のソリューションを提

供します。

TF-USB-C-HS

USB4 高速/サイドバンド・テストクーポン・
フィクスチャ

主な機能と特徴

-  USB4 および Thunderbolt™

リンク・トレーニング プロトコルの

捕捉とデコード

-  USB4 および Thunderbolt SLOS

のアイパターン解析

-  単独使用でもUSB4-SB TDと併用

してもUSB4 PHY-Logic層のデバッ

グが可能

-  直感的な色分けされたオーバーレイ

とアノテーション

-   ズームとパターン検索を備えたイン

タラクティブなプロトコル・テーブル

-   Voyager M4x プロトコル・アナラ

イザ/エキササイザと組み合わせて、

完全な PHY とリンクの可視性を実現



仕様およびオーダー情報

USB4bus DME
機能

プロトコルの設定 USB4デコードのためのチャンネルソースを選択。

トリガ設定 リンク・トレーニング・シーケンスでのトリガには、USB4-SB TDMP (USB4 サイドバンド・トリガ、 デコード、計測／グラフ、物理層試験) 

または Voyager M4x をお勧めします。

フォーマット Index, Time Stamp, Duration, Message Type, TypeID, Data, PDF, Supported, HopID, Length, Detail, Count (フィルタ

リングされた場合のシンボル数)。

デコード＋サーチ機能

デコード・セットア
ップ

データレート （Gen2Legacy、Gen3Legacy、Gen2Rounded、Gen3Rounded）、 プローブ選択 （差動、シングルエンド）、 プリコーディ
ング除去（自動、除去、保持）、 フィルタ・オプション （Group by Type, Ignore Frames, Ignore Idles）。

デコード入力 任意のアナログチャネル、メモリまたは演算トレース。

デコード数 同時に最大4つのバスをデコードすることが可能。ズームの表示も可能（デコード情報付き）。

テーブルの設定と
エクスポート

最大4種類のプロトコルまたはデコードの情報を1つのテーブルに時系列で最大20列まで表示します。 
表示される情報は、Index、Timestamp、その他各種プロトコル固有の情報です。表は、スクロール、タッチによるズーム、.csvファイルへの
エクスポート、長いデータや他のパターンなどの特殊表示が可能です。

デコード設定 SKIP, SLOS1, SLOS2, CL_WAKE1.X, CL_WAKE2.X, TSNOS, De-Skew, TS1, TS2, CL2_REQ, CL1_REQ, CL2_ACK, CL1_
ACK, CL0s_ACK, CL_NACK, CL_OFF。

パケットレイヤ・タ
イプのデコード

Packet Headers, Tunneled, Link Management (Idle, Credit Grant, Path Credit Sync, Shared Buffers Credit Sync), 
Control (Read Request/Response, Write Request/Response, Notification, Notification Ack, Hot Plug Inter-domain 
request/response), Time Sync (Follow-up, Inter-domain time stamp)。

表示機能 メッセージタイプ、グルーピング（RS-FEC，64/66bフレーム，128b/132bフレーム） ヘッダー/フッター、SCRなどの上位フィールド、エラー

のカラーコード化。 デコード情報はタイムベース設定に基づいて注釈が付けられ、取得した波形に重ねられます。

表示位置 取得した 波形データのグリッド上に重ねます。

パターン検索 前、次を検索します。Index, Time, Type, Count, Extended, Data, CRC, Status。テーブルの最大3列の組み合わせを、AND/OR演

算と指定値で検索します。

計測／グラフ機能

タイミング計測 Message to Analog, Analog to Message, Message to Message, ΔMessage Time (同じデコーダの同一のメッセージ), 
Time@Message (トリガからの時間)。シリアルメッセージは、"ID ="（該当する場合）と、最大2048ビットのデータの任意の場所に、<=, 
<, =, >, >=, <>, IN RANGE, または OUT OF RANGE という条件でユーザー定義のDATAを定義することができます。アナログ信
号は、スロープ（pos、neg）、レベル（abs、％）、ヒステリシスで定義することができます。アナログ信号のホールドオフは、不要な測定を防ぐ
ために、時間またはイベント（最大1000）のいずれかで設定することができます。 

アイパターン解析機能

設定 物理層信号のアイパターンを最大4つ（シリアルデコーダごとに1つ）同時に作成します。Eyeスタイルはカラーもしくはアナログ・パーシスタ
ンスから選択可能。Eyeの彩度を0～100%で調整可能。

アイパターン方式 シンボルロック・アイレンダリングは、表示されているデコードされたシンボルから「平均」クロックを基にクロックを復元します。 
「Apply to Zoom」は、デコードテーブルで選択されたシンボルのみを対象とし、アップサンプリングとアイのサチュレーションを調整でき
るようにしたものです。

アイパラメータ アイの高さ、アイの幅、マスクヒットの数。

アイマスク 無償のテレダイン・レクロイ MaskMakerソフトウェア・ユーティリティを使用して、カスタムマスクを作成することができます。カスタムマス
クを保存し、後で呼び出して使用することができます。 

エラーの表示と
位置

マスクのエラー表示ON/OFF（ON＝赤丸で表示）。  
アイトレース波形のエラー位置はアイマスクのエラーテーブルと連動して表示します。マスクエラー時のSTOPトリガをサポート。 

推奨オシロスコープ

性能 帯域幅16GHz以上のオシロスコープ。

オーダー情報
製品の説明 製品型式

USB4 デコード、計測／グラフ、アイパターン解析
ソフトウェア

USB4bus DME

その他の推奨ソフトウェア
QualiPHY対応 USB4 コンプライアンス・テスト・
オプション

QPHY-USB4-TX-RX

USB4 サイドバンド トリガ／デコード／計測・グラフ／物理層試験オプション

LabMaster 10 Zi-A (サイドバンド・トリガなし) 
SDA 8 Zi-B

USB4SB DMP USB4SB 
TDMP

USB パワーデリバリ トリガ／デコード／計測・グラフ／アイパターン解析
オプション

LabMaster 10 Zi-A (サイドバンド・トリガなし) 
SDA 8 Zi-B

USBPD DMP 
USBPD TDMP

プロトコル・アナライザ同期オプション ProtoSync

製品の説明 製品型式

推奨テストフィクスチャとプローブ
USB4 高速/サイドバンド・テストクーポン・フィク
スチャ

TF-USB-C-HS

DHシリーズ差動プローブ（1レーンテストにつき1個）

LabMaster 10 Zi-A SDA 8 Zi-B DH25-2.92、DH30-2.92 
DH16-PL、DH20-PL
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